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	（１）日本心理学会第75回大会
	Ⅱ．学会誌，研究報告書及びその他の資料の刊行
	（１）機関誌“心理学研究”第82巻第1号―第6号を刊行した。
	（２）機関誌“Japanese Psychological Research”Vol.53, No.2-No.4 & Vol.54, No.1を刊行した。
	Ⅳ．国内の学術団体との学術研究協力
	（１）日本学術会議
	合同企画シンポジウム“いま，何故，心理学教育を高校に導入する必要があるのか？”を開催した。
	安全工学シンポジウムに共催した。
	（２）日本心理学諸学会連合
	本会から3名，理事として参加している。
	会費および認定心理士承認料を支払った。
	（３）日本認定心理士会
	協力金を支払った。
	Ⅴ．国際的な学術研究協力
	（１）国際心理科学連合
	分担金を支払った。
	（２）国際テスト委員会
	分担金を支払った。
	（３）韓国心理学会
	交流協定に基づき，韓国心理学会大会で日韓共同シンポジウムを開催した。
	また，日韓大会で両国の学会員が研究発表を行った。
	（４）中国心理学会
	協力協定に基づき，連絡協力を行った。
	（５）オーストラリア心理学会
	第75回大会でシンポジウム“ICP2016を意義あるものにするために――ラウンドテーブルディスカッション――”を行い，話題提供者としてオーストラリア心理学会理事長を招待した。
	（６）南アフリカ・アメリカ心理学会との協力協定締結
	南アフリカ心理学会との協力協定を締結した。
	アメリカ心理学会とは協力協定締結中。
	台湾心理学会との協力協定を締結した。
	（１）公益社団法人日本心理学会優秀論文賞の選考・授与
	国際賞選考委員会にて，国際賞受賞者を選考し，平成23年度会員集会時に授与式を行った。
	＜国際賞＞
	奨励賞
	蘆田  宏 (京都大学文学研究科)
	佐藤  弥 (京都大学霊長類研究所)
	島津 明人(東京大学医学系研究科)
	26名の国際会議参加者への旅費補助を行なった（ヨーロッパ心理学会 他）。
	Ⅶ．認定心理士の資格認定及び研修
	Ⅷ．その他目的を達成するために必要な事業

